
令和８年度 あわら市学力調査 結果報告 
  

令和８年４月２３日に実施した「あわら市学力調査」の結果がまとまりましたので、結果分析・今後の

指導方針を下記の通りにご報告いたします。 

 

結果 
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二
年
生 

あ
わ
ら 
市 94 41  64 69 54 83 61 57 79 76 85 81 87 55 70 

全

国 92 35  64 63 57 80 61 51 76 69 80 71 82 54 63 
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三
年
生 

あ
わ
ら 

市 92 43  83 59 70 83 69 62 83 81 80 91 84 74 78 

全

国 85 39  80 54 68 77 66 56 79 72 76 85 80 65 72 
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四
年
生 

あ
わ
ら 

市 80 53 88 78 57 73 76 68 59 72 79 80 71 76 66 76 

全

国 75 52 82 81 58 74 72 69 60 69 76 81 70 75 61 75 
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五
年
生 

あ
わ
ら 

市 73 60 79 66 73 64 71 67 68 74 69 66 58 75 52 55 

全

国 65 52 74 66 61 61 64 63 61 69 65 58 52 70 44 48 

 ＋ ＋ ＋  ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ ＋ 

※小数第一位切り捨て 



２年生 

国語 
基礎問題 

正答率 

活用問題 

正答率 

 
算数 

基礎問題 

正答率 

活用問題 

正答率 

金津小 77.2 46.1  金津小 70.9 59.0 

全国 81.1 58.6  全国 80.7 67.3 

 -3.9 -12.5   -9.8 -8.3 

 

３年生 

国語 
基礎問題 

正答率 

活用問題 

正答率 

 
算数 

基礎問題 

正答率 

活用問題 

正答率 

金津小 82.7 53.4  金津小 76.7 56.0 

全国 81.0 57.8  全国 77.8 62.8 

 +1.7 -4.4   -1.1 -6.8 

 

４年生 

国語 
基礎問題 

正答率 

活用問題 

正答率 

 
算数 

基礎問題 

正答率 

活用問題 

正答率 

金津小 75.2 59.4  金津小 77.7 66.9 

全国 74.6 61.2  全国 75.8 60.4 

 +0.6 -1.8   +1.9 +6.5 

 

５年生 

国語 
基礎問題 

正答率 

活用問題 

正答率 

 
算数 

基礎問題 

正答率 

活用問題 

正答率 

金津小 67.6 46.5  金津小 59.7 50.8 

全国 70.3 56.9  全国 64.4 56.0 

 -2.7 -10.4   -4.7 -5.2 

 

・ 国語科は、基礎問題より活用問題の正答率が低い。特に、基礎問題の正答率が全国の正答率より

下回っている２年生と５年生では、活用問題の正答率が全国の正答率より１０％以上下回ってい

る。 

・ 算数科は、学年によってばらつきがある。２年生は基礎問題のほうが全国と比べて正答率が低

く、３年生と５年生は活用問題のほうが全国と比べて正答率が低い。 

 

今後の指導方針 

○ 対話的な学びを重視する 

・ 課題に対して多様な考えが生まれ、互いの考えを聴き合いながら話し合える授業を行うこと

で、異なる考えや自分にはなかった視点に触れ、物事を多面的・多角的に捉えられるようにす

る。また、考えを比較したり、共通点や相違点を見付けたりすることで、筋道を立てて考えた

り、理由や根拠を明確にして自分の考えを表現する力を育てる。一人では、解決が難しい課題

でも仲間と共に学ぶことで、主体的に学習に取り組めるようにするだけでなく、他者を理解し

尊重する姿や協働的に学習する姿を目指す。 


